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シラカンバ稚樹の根系構造のモデル化

緑地環境情報学研究室

                            MK

背景と目的

根の役割

　・個体の支持

　・生育に必要な水分、養分の吸収

　・植物ホルモン、有用物質の生産

これらの機能と根系の構造には密接な関連
があるため、根系の構造を把握する必要が
ある。本研究ではシラカンバ稚樹の根系構
造のパターンを明らかにし、モデル化する
ことを目的とする。

材料

北海道北部（中川郡
中川町）の北海道大
学中川研究林内に自
然生育していたシラ
カンバ稚樹を材料と
する。

データ

D=主根直径
L=主根長
N=側根発生数
この図ではN=3
di=側根直径
li=側根長
(i=1,2,3….N)

　di
(mm)

li(cm)
L(cm)

D(mm)

⇒

解析３

解析１

解析２

p

l1,l2…lN

D L

平均di

q
N

主根直径減率

側根発生位置分布

rd1, rd2…rdN

d1, d2…dN

解析の流れ
解析１主根の形状

a,直径―長さ関係
b,長さ方向の直径の減少

D L 主根直径減少率a b
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結果１-a 直径―長さ関係

y = 11.083x - 137.82

R2 = 0.6856
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結果１-b 長さ方向の直径の減少
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側根が発生してい５cm区分

分岐後断面積合計

分岐前断面積直線は傾き１で原点を通る。

結果１-b 長さ方向の直径の減少
側根が発生していない５cm区分
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解析２主根と側根の関係

a,主根の長さと側根数との関係
b,主根の長さと側根の平均直径との関係

c,主根の長さと側根発生位置との関係
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結果２-a 主根の長さと側根数との関係
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結果２-b 主根の長さと側根の平均直径の関係

y = 0.0152x + 4.6542
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f ( x ) = N
B( p ,q)

x p −1(1 − x )q −1

結果２-c主根の長さと側根の平均直径の関係
N: 側根発生本数

x: 発生位置（相対値）

p,q: β関数のパラメータ
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解析３側根の形状

a,側根の発生位置（相対値）と側根直径
の関係

b,側根直径―側根長さ関係
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結果３-a 側根の発生位置と側根直径の関係
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結果３-b側根直径―側根長さ関係

y = 5.5441x - 17.194

R2 = 0.6524
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解析結果の流れ

結論

• シラカンバ稚樹において、主根長、平
均側根直径、主根の直径減少率の各パ
ラメータは主根直径と関係が強い。

• 側根が発生する位置、側根の発生本数
については個体によるばらつきが大き
く、主根直径との明瞭な関係はなかっ
た。


